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人間総合学群　人間文化学類　日本文化専攻　専門教育科目　カリキュラムマップ

デ
ィ
プ
ロ
マ�

ポ
リ
シ
ー

全学DP
自立した現代女性にふさわ
しい教養力と人間性の養成

自己実現のためのコミュニ
ケーション力と社会性の養
成

社会的責務を果たすことの
できる専門力と判断力の養
成

文化の創造的担い手となる
ための技術力と実践力の養
成

専攻DP
日本文化に関する幅広い教
養力と、豊かな人間性の養
成

社会人として必要な日本語
のコミュニケーション力
と、社会性の養成

日本文化に関する専門力
と、諸問題に対する的確な
判断力の養成

日本文化の創造的担い手と
なる技術力と、社会で活用
していく実践力の養成

学
修
指
針
・
学
修
到
達
度

到達度 lv4

日本の文化・
歴史・文学・
言語につい
て、複数の
情報を適切
に 整 理 し、
問題解決に
向けて多角
的に知見を
広げようと
することが
できる。

日本社会の
秩序や慣習
を踏まえた
人間存在に
関する深い
洞察力を持
ち、人格的
向上を目指
すことがで
きる。

さまざまな
知識に基づ
いた自らの
考えを異な
る意見の存
在を意識し
つつ、論理
的に口頭で
説明したり、
適切に文章
化したりす
ることがで
きる。

現代の日本
社会の仕組
みを深く理
解し、自立
した社会人
にふさわし
い責任感を
持ち共同作
業に従事す
ることがで
きる。

日本文化に
関する深い
専門知識を
持ち、さま
ざまな問題
に適切に応
用 し つ つ、
新たな知見
を求めて自
らすすんで
学習活動を
維持するこ
とができる。

授業や書物
等から得た
日本文化の
知識につい
て、実証的
に 批 判 し、
独自の論理
的な考えを
育てていく
ことができ
る。

日本文化の
諸分野につ
いて、独自
の分析方法
を 確 立 し、
情報等に関
する優れた
技術を用い
て適切に課
題解決をす
ることがで
きる。

日本文化の
問題に対し
て、積極的
に向かい合
い、独自の
方法論を駆
使して、計
画的に解決
まで努力し
続けること
ができる。

到達度 lv3

日本の文化・
歴史・文学・
言語につい
て、複数の
情報を取捨
選択しなが
ら 整 理 し、
問題意識を
深めていく
ことができ
る。

さまざまな
日本の価値
観を理解し、
柔軟なもの
の見方を身
に付け、日
本社会の秩
序や慣習を
踏まえた人
間性に気付
くことがで
きる。

自らの考え
を論理的に
口頭で説明
したり、的
確な表現を
選びながら
文章にまと
めたりする
ことができ
る。

現代の日本
社会の仕組
みをよく理
解し、他者
とスムーズ
に共同作業
をすること
ができる。

日本文化の
専門知識を
深く理解し、
さまざまな
問題に適切
に応用しつ
つ、自らの
考えを持つ
ことができ
る。

授業や書物
等から得た
日本文化の
知識につい
て、その根
拠となる資
料を挙げつ
つ、論理的
に批判しつ
つ考察を深
めることが
できる。

日本文化の
諸分野につ
いて、さま
ざまな分析
方法や、情
報などに関
する諸技術
を 用 い て、
的確に解決
することが
できる。

日本文化の
問題に対し
て、自ら進
んで問題点
を解決でき
るように計
画を立てて
実行するこ
とができる。�

到達度 lv2

日本文化の
事象につい
て、複数の
情報に目を
通し、問題
点を見出す
ことができ
る。

日本の文化
に裏付けら
れた価値観
に触れ、自
分の周囲の
人々の行動
にも配慮す
ることがで
きる。

自らの考え
を効果的に
口頭で説明
したり、簡
潔な表現で
文章にまと
めたりする
ことができ�
る。

現代の日本
社会の仕組
みを理解し、
自分なりに
問題点を見
出すことが
できる。

日本文化の
専門知識を
持ち、自ら
が関心を持
つ問題に応
用すること
ができる。

授業や書物
等から得た
日本文化の
知識につい
て、論理的
に問題点を
見出し考察
することが
できる。

日本文化の
諸分野につ
いて、身に
つけた分析
方法や、情
報などのさ
まざまな技
術を活用す
ることがで
きる。

日本文化の
問題に対し
て、自らす
すんで向か
い合い、そ
の解決を模
索すること
が で き る。�

到達度 lv1

日本文化の
さまざまな
事象につい
て、関心を
もつことが
できる。

日本の文化
に裏付けら
れた秩序や
さまざまな
価値観に関
心を持つこ
とができる。

自らが理解
したことを、
正確に話し
たり、相手
の話を的確
に聞き取っ
たりするこ
とができる。

社会の仕組
みに関心を
持ち他者と
関わろうと
することが
できる。

日本文化に
関する基本
概念や専門
用語を理解
し、説明す
ることがで
きる。

授業や書物
等から得た
日本文化の
知識につい
て、問題点
を見出すこ
とができる。

日本文化の
諸分野につ
いて、分析
する方法や、
情報に関す
る技術を身
につけようと
努力するこ
とができる。

日本文化の
問題に対し
て、その問
題点に取り
組もうとす
ることがで
きる。

学年 学修指針 教養力 人間性 コミュニ
ケーション力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力

基
本
科
目

2 日本語表現Ⅰ 〇 ◎ △
2 日本語表現Ⅱ 〇 ◎ △
3 日本語表現の実践Ⅰ 〇 ◎ △ 〇
3 日本語表現の実践Ⅱ 〇 ◎ △ 〇
2 日本の文化と歴史Ⅰ 〇 〇 ◎ ◎
2 日本の文化と歴史Ⅱ 〇 〇 ◎ ◎
3 日本の文化と歴史Ⅲ 〇 〇 ◎ ◎
3 日本の文化と歴史Ⅳ 〇 〇 ◎ ◎

主
幹
科
目
・
言
語
の
分
野

1･2 古典文学概論 〇 ◎ △ ◎
2 近代文学概論 〇 ◎ △ ◎
2 日本語学概論Ⅰ 〇 ◎ △ ◎
2 日本語学概論Ⅱ 〇 ◎ △ ◎
2･3 古典文学Ⅰ（上代・中古） ◎ ◎ 〇
2･3 古典文学Ⅱ（中世・近世） ◎ ◎ 〇
2･3 近現代文学Ⅰ（近代） ◎ ◎ 〇
2･3 近現代文学Ⅱ（現代） ◎ ◎ 〇
3 日本語学Ⅰ ◎ ◎ 〇
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学年 学修指針 教養力 人間性 コミュニ
ケーション力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力

3 日本語学Ⅱ ◎ ◎ 〇
2･3･4 日本文学史Ⅰ ◎ ◎ 〇 〇
2･3･4 日本文学史Ⅱ ◎ ◎ 〇 〇
3 中国文学Ⅰ（漢文学） ◎ ◎ 〇
3 中国文学Ⅱ（漢文学） ◎ ◎ 〇

主
幹
科
目･

歴
史
の
分
野

2･3 日本史Ⅰ（古代） 〇 ◎ ◎
2･3 日本史Ⅱ（中世） 〇 ◎ ◎
2･3 日本史Ⅲ（近世） 〇 ◎ ◎
2･3 日本史Ⅳ（近現代） 〇 ◎ ◎
2 日本文化史Ⅰ 〇 ◎ ◎ 〇
2 日本文化史Ⅱ 〇 ◎ ◎ 〇
1･2 地域文化概論 〇 〇 〇 ◎ ◎
2･3 歴史資料論 〇 ◎ ◎ 〇
2･3 民俗資料論 〇 ◎ ◎ 〇
2･3 歴史考古学 〇 ◎ ◎ 〇
2･3 歴史地理学 〇 ◎ ◎ 〇

主
幹
科
目
・
応
用
の
分
野

3･4 仏教文学 〇 ◎ ◎
3･4 児童文学 〇 ◎ ◎
3･4 日本の詩歌 〇 ◎ ◎ △
2 国語教育概論Ⅰ 〇 ◎ ◎ 〇
2 国語教育概論Ⅱ 〇 ◎ ◎ 〇
3 書道実習Ⅰ 〇 △ ◎
3 書道実習Ⅱ 〇 △ ◎
2･3 日本の文化財Ⅰ ◎ 〇 ◎ 〇
2･3 日本の文化財Ⅱ ◎ 〇 ◎ 〇
2･3 文化交流史Ⅰ ◎ ◎ 〇
2･3 文化交流史Ⅱ ◎ ◎ 〇

専
門
ゼ
ミ
科
目

3 日本文化ゼミⅠ 〇 〇 ◎ ◎
3 日本文化ゼミⅡ 〇 〇 ◎ ◎
4 日本文化ゼミⅢ 〇 〇 ◎ ◎
4 日本文化ゼミⅣ 〇 〇 ◎ ◎
4 卒業論文 〇 ◎ 〇 ◎

学
類
共
通
科
目
・
実
習
科
目

3･4 日本文化実習 ◎ 〇 △ ◎
3･4 仏教文化実習 ◎ 〇 △ ◎
3･4 日本文化研修 ◎ 〇 △ ◎
2･3 身体文化実習Ⅰ △ ○ ◎
2･3 身体文化実習Ⅱ △ ○ ◎

2･3 プレゼンテーション
実習 △ △ ◎ ○

2 グラマー・使える
英文法Ⅰ ○ △ ◎ ○

2 グラマー・使える
英文法Ⅱ� ○ △ ◎ ○
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